































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　慶長7（1602）
　　　　「江州「甲賀「上郡「大原「本庄「河合「牛頭「天王「御湯「釜也「慶長七年壬寅「八月吉日「願主
　　　　　「祐人口「大工辻村「田中藤左衛角「敬白」
　　　滋賀県甲賀郡教育会r甲賀郡史』下巻　1926p．653
　　　栗東町歴史民俗博物館r鋳金の美一辻の鋳物師たち一』1991p．24
三　重　県
　伊勢内宮　　　　　　　　伊勢市倉田山　　　　　　　神楽i釜（青銅・今亡）　　天正9（1581）
　　　神宮徴古館農業館r神宮徴古館陳列品図録』1941pp．35－6，第37図
　　　篠崎四郎「金石文日記（四）」r考古学』第11巻第7号　1940pp．407－8
　敢国神社　　　　　　　　上野市一之宮　　　　　　　湯釜（市重文）　　　　　慶長3（1598）
　　　　「一宮大明神御湯釜ホンクハンイタセイサウ　イ「タテ「マッ「ル「モノ「ナリ　大工エナクヤ七郎
　　　　ウケトリ大工イタ［コ下　慶長三戊戌トシ卯月吉日敬白」
　　　大阪市立博物館『伊賀上野の文化財』1980
　敢国神社　　　　　　　上野市一之宮　　　　　　湯釜（市重文）　　　　　慶長18（1613）
　　　　「慶長十八年癸丑十一月吉日□□上野□□ひしき川善六　伊賀国南宮山富士山大権現之御湯釜常住」
　　　大阪市立博物館r伊賀上野の文化財』1980
　佐田（定）神社　　　　　　多気郡宮川村久豆　　　　　湯釜　　　　　　　　　　慶長13（1608）
　　　　「勢州定古清宮口口釜　慶長十三年戊申八月吉日　施主木森田元衛口敬白　大工和州万歳之弥九郎」
　　　坪井良平『日本の梵鐘』1970p．253
岡　山　県
　新山寺跡　　　　　　　総社市新山　　　　　　　湯釜　　　　　　　　　鎌倉初期
　　　永山卯太郎『吉備郡史』1937pp．922－3
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　　　総社市史編さん委員会『総社市史』美術編　1988pp．246－9
広　島　県
　厳島神社　　　　　　　　佐伯郡宮島町　　　　　　　鍋A（町重文）
　　　佐伯地区文化財保護研究協議会r佐伯郡大竹地区の文化財』1987
山　口　県
　阿弥陀寺　　　　　　　　防府市牟礼上坂本　　　　　湯釜　　　　　　　　　　鎌倉初期
　　　小林剛r俊乗坊重源の研究』1971p．206
　三隅八幡宮　　　　　　大津郡三隅町三隅中　　　　羽釜　　　　　　　　　正応元（1288）
　　　　「若王子［　］正応元年八月三日［　］大宮司林［　］」
　　　　『山口県風土誌』巻第304　金石文誌巻十之上
　　　　r防長風土記注進案』第二　三隅村之二
長　野　県
　生島足島神社　　　　　上田市下之郷　　　　　　湯釜　　　　　　　　　天正15（1587）
　　　　「下郷「六明神「御湯「釜天「正十五「季丁亥「九月「吉日「甘」
　　　信濃史料刊行会r信濃史料』第16巻　1961p．503
　U」家神社　　　　　　　　小県郡真田町長真田　　　　湯釜　　　　　　　　　　慶長7（1602）
　　　奉寄「進御「湯釜「白山「権現「御賓「前「慶長「七季「壬刀「五月「吉日「関口「角左「衛門「継
　　　　満「敬白「H」
　　　信濃史料刊行会r信濃史料』第19巻　1962　p．181
静　岡　県
　雲金神社　　　　　　　　田方郡天城湯ケ島町　　　　羽釜　　　　　　　　　鎌倉時代
　　　天城湯ケ島町教育委員会r天城の史実と伝説』1982　pp、170－1
神奈川県
　箱根神社　　　　　　　　足柄下郡箱根町元箱根　　　湯釜（重文）　　　　　　文永5（1268）
　　　　「大筥根山東福寺湯釜一口満山大衆　別當法橋上人隆實　文永五年戊辰十一月十二日」
　　　箱根神社社務所『箱根神社大系』下巻　1935
　　　立田三郎「箱根神社の鉄の大釜」rミュージアム』144号1963
　箱根神社　　　　　　　　足柄下郡箱根町元箱根　　　浴堂釜（重文）　　　　　弘安6（1283）
　　　　「奉鋳冶大筥根山東福寺浴堂釜一口　奉爲天長地久御願圓満殊關東静謹武家安穏別當法眼和尚位隆實
　　　　等満山大衆奉鋳治之状如件　弘安六癸未五月一日大工豆州磯部康廣」
　　　箱根神社社務所r箱根神社大系』下巻　1935
　　　立田三郎「箱根神社の鉄の大釜」rミュージアム』144号1963
　建長寺　　　　　　　鎌倉市雪ノ下　　　　　鍋A（青銅）
千　葉　県
　香取神宮　　　　　　　佐原市香取　　　　　　　供釜　　　　　　　　　天文17（1548）
　　　　「香取大明神御供釜　天文十七年九月吉日　下野國天命住人伴田藤右衛門尉卜部宣重作」
　　　大場磐雄『官幣大社香取神宮賓物圖鑑』1940pp．18－9
　　　　「香取神宮蔵鉄釜」rなのか』8
栃　木　県
　　中禅寺　　　　　　　　　日光市　　　　　　　　　i釜（今亡）　　　　　　貞和2（1346）
　　　　「貞和二年丙戌二月日　聖口阿弥陀佛奉施入」
　　　松平定信『集古十種』
　　中禅寺　　　　　　　　　日光市　　　　　　　　　御穀釜（今亡）　　　　　応永23（1416）
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　　　　「下野国日光中禅寺御穀釜　願主上州佐貫庄藤原朝臣沙弥道慶
　　　松平定信『集古十種』
　釜八幡神社　　　　　　塩谷郡栗山村湯西川　　　鍋C
　　　二荒山神社文化部r日光狩詞記』1965　pp．129－30
新　潟　県
　弥彦神社　　　　　　　　西蒲原郡弥彦村　　　　　　鉢（重文）
　　　　「彌彦御鉢「嘉暦元年丙刀「九月五日「奥山庄中條住人「相次郎孝基敬白」
　　　坪井良平「五十二年目の遁i近」r古代研究』12　1977
　　　新潟県教育委員会r新潟県の文化財』1972p．55
　　　新潟県r新潟県史』資料編24　民俗・文化財3　文化財編　1986　p．264
　金峰神社　　　　　　　　北蒲原郡黒川村蔵王　　　　鉢（県重文）
　　　　「金光山「元徳三年‖旦那「仙阿「八月日」
　　　新潟県『新潟県史』資料編24　民俗・文化財3　文化財編　1986p．257
福　島　県
　羽黒神社　　　　　　　　会津若松市東山町湯本　　　鉢
　　　　「敬白　大会津郡　奉施入　羽黒権現御鉢　大檀那「藤原氏女　大檀那　平
　　　　就円満故也　建武五年七月五日」
応永廿三年丙子二月十八日」
嘉暦元（1326）
元徳3（1331）
建武5（1338）
行信右　志二也悉地成
　　　福島県教育委員会r福島県の金工品』（r福島県文化財調査報告書』第38集）1973p．92
　セゾン美術館　　　　　　（喜多方市小高木）　　　　鉢（重文）　　　　　　　応安7（1375）
　　　「奥州大「會津郡「小高木村「熊野権「現御鉢「檀那妙浄「雁安七甲寅「年十二月」
　　　篠崎四郎「会津の鉄鉢」r星岡』122号　1941
　恵日寺　　　　　　　耶麻郡磐梯町大字磐梯　　鉢　　　　　　　　永享7（1435）
　　　「大才乙卯八月日「永享七年「其外諸「旦那等「現正安「穏後生「善　庭「大工（花押）「圓乗
　　　　「智阿彌「同尼公「（梵字3字）ll慧日寺「金堂鉢「天長地「久御願「圓満殊「願主正「座主法
　　　　「印玄然「檀那妙「圓尼公「善光盛「重行重」
　　　笹間佐久「会津本寺恵日寺の鉄鉢」r考古学雑誌』第4巻第5号　1913
　心清水八幡宮　　　　　　河沼郡会津坂下町塔寺　　　鉢（県重文）　　　　　　応仁2（1468）
　　　「二田御鉢　三者郡上早丁御願主宗吉　鷹仁二六月」
　　　福島県r福島県史』第7巻　資料編1　考古遺物編　1964
　大鏑矢神社　　　　　　　田村郡船引町船引　　　　　鉢（重文）　　　　　　　文明19（1487）
　　　「奉鋳大鏑矢神社鉢　奥州田村庄船引朝国　文明十九天丁未六月日敬白」日矢田根岸大工秀次」
　　　福島県r福島県史』第7巻　資料編1　考古遺物編　1964
　飯豊山神社　　　　　　　耶麻郡山都町　　　　　　　鉢（鉄・青銅・今亡）　　慶長13（1608）
　　　「慶長十三年八月一日鳥居町カカミ屋木ノ瀬甚右衛門奉鋳飯豊山神社」
　　　山都町史編纂室『山都町史』資料編9　1991
山　形　県
　羽黒山正善院　　　　　東田川郡羽黒町手向　　　　鍋A
　　　石田茂作編r秘宝』園城寺　1971
　　　佐藤富美房「風呂図鑑　59羽黒釜」r生活』第2巻12月号　1986
　立石寺　　　　　　　　山形市山寺字川原町　　　　鉢（市重文）　　　　　永享7（1435）
　　　「立石寺「山王権現鉢「永享七年「乙卯四月十七日」
　　　山形市『山形市史』別巻2　生活・文化編　1976
　熊野神社　　　　　　　　寒河江市平塩字上條　　　　鉢　　　　　　　　　　永禄10（1567）
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　　　「ゑもん「さい口口口ん「えうつ「ゑもん志やく口「山さきの口口「九月八日「永禄十年「九まの瓦
　　　　御八」（左字）
　　　寒河江市教育委員会『寒河江市の文化財』第2集　1965　p．16
　熊野神社　　　　　　　　寒河江市平塩字上條　　　　鉢　　　　　　　　　　　永禄10（1567）
　　　「九まの瓦八「永禄十年「ひのとの卯「九月十八日「山さきの「すけえもん」（左字）
　　　寒河江市教育委員会『寒河江市の文化財』第2集　1965　p．16
　熊野神社　　　　　　　　寒河江市平塩字上條　　　　鉢　　　　　　　　　　　永禄10（1567）
　　　「［］「九月「［］「永［　］「九［コ」（左字）
　　　寒河江市教育委員会r寒河江市の文化財』第2集　1965　p．16
　平泉寺　　　　　　　　　山形市大字平清水　　　　　鉢（市有文）　　　　　　慶長6（1601）
　　　「敬白「大日御寳前「奉寄進御鉢「藤原朝臣「氏房相模守「諸願成就所「光房「干時慶長六年辛丑閏
　　　　月廿八日」
　　　口」形市『山形県史』別巻2　生活・文化編　1976
　慈恩寺　　　　　　　　　寒河江市大字慈恩寺　　　　鉄鉢　　　　　　　　　　慶長11（1606）
　　　　「（梵字）「慶長十一「四月八日‖年丙午「谷地住人」
　　　寒河江市教育委員会『寒河江市の文化財』1963p．18
　日枝神社　　　　　　　　鶴岡市山王町　　　　　　　鉄鉢　　　　　　　　　　慶長16（1611）
　　　　「奉寄進鉄鉢一双「羽州庄内鶴岡山王「上下社御賓前「慶長拾六年辛亥四月拾四日「少將出羽守義光
　　　　　「大工吉田兵庫「昌時」
　　　羽柴古香「庄内地方に於ける慶長以前の金石文」r歴史地理』14－6　1909
　宝光院　　　　　　　　　山形市八日町　　　　　　　鉢（市有文）　　　　　　慶長16（1611）
　　　　「奉納山王御鉢　源朝臣義光御寄進　慶長拾六年五月吉日」
　　　　「大工「吉田兵庫「昌時」
　　　山形市『山形市史』別巻2　生活・文化編　1976
　御嶽神社　　　　　　　　東田川郡立川町科沢　　　　鉢　　　　　　　　　　　慶長16（1611）
　　　　「循而意願如件「右精義旨趣者意願溝通故也「（梵字）奉納　中墓不動御鉢「御祈所　願主北館大學
　　　　助利長（花押）「干時慶長十六年辛亥林鐘吉祥日」
　　　篠崎四郎「奥羽鉄鉢資料」r古代文化』第12巻第2号　1941
　國井董氏蔵　　　　　　　寒河江市南町　　　　　　　鉄鉢
　　　山形県r山形県史』第2巻　近世編上　1985pp．1004－5
宮　城　県
　大高山神社　　　　　　　柴田郡大河原町金ケ瀬　　　鉢　　　　　　　　　　　永禄11（1568）
　　　　「御神おはちつくる口丸あけ申　永禄十一年つちのへたつの年十月一日」
　　　篠崎四郎「鉄鉢雑考」r羽陽文化』第3号　1949
　　　篠崎四郎「奥羽鉄鉢資料」r古代文化』第12巻第2号　1941
岩　手　県
　黒森神社　　　　　　　　宮古市山口第5地割　　　　鉄鉢（県有文）　　　　　建武元（1334）
　　　　「敬白「道徳「八月廿日「建武元年戊甲「黒森「當山」（左字）
　　　太田孝太郎r岩手縣金石史』1932pp．17－8
　　　太田孝太郎r岩手県金石史』（r岩手県文化財調査報告』第8集）1961pp．8－9，図版第8
　天台寺　　　　　　　　二戸郡浄法寺町御山　　　鉄鉢　　　　　　　　　慶長8（1603）
　　　　「子時「慶長八年癸「卯口口口口口」二百八十口助「口柳口「口口口「［コロロ「十八日口口口」
　　　　（左字）
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　　太田孝太郎『岩手縣金石史』1932pp．66－7
　　太田孝太郎r岩手県金石史』（r岩手県文化財調査報告』第8集）1961p．9，図版第9
　　岩手県立博物館r天台寺　みちのくの霊山　桂泉観音』1987p．103
（京都大学文学部・埋蔵文化財研究センター　国立歴史民俗博物館共同研究員〈1987年度～〉）
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Cast・iron　Articles　in　the　Ancient　and　Medieval　Ages
IsoGAwA　Shinya
　　The　author　collected　data　on　pots　and　kettles　of　the　Ancient　and　Medieval　Ages
based　on　the　objects　excavated　from　consumption　sites，　molds　excavated　from　production
sites，　and　articles　handed　down　and　owned　by　temples　and　shrines；though　the　number
of　cast．iron　articles　left　as　historical　materials　is　limited　because，　when　broken，　they
were　recycled　into　ground　metal．　The　objects　can　be　broadly　classi丘ed　into“hagama”
or　ridged　pots，　pots　A，　pots　B，　pots　C，　pots　I，　and　iron　bowls．　The　change　in　shape
was　examined　for　each　vessel　type　over　the　period　of　the　9th　to　16th　Centuries．　The
following　changes　occurred　in　the　types：In　Ancient　times，“hagama”or　ridged　pots
and　pots　I　already　existed．　Throughout　the　Medieval　Age，　ridged　pots，　pots　A　and
Cwere　produced　and　used，　while　pots　B　appeared　in　the　14th　Century，　and　gradually
came　to　be　the　main　type　of　pot．　Furthermore，　the　type　of　vessel　used　differed　accord－
ing　to　the　area．　In　the　region　centering　around　Kinai，　ridged　pots，　pots　A　and　B　were
all　used　together．　In　various　regions　of　Western　Japan　outside　the　Kinai　area，　pots　A
and　B　were　the　main　vessel　types．　On　the　other　hand，　in　Eastern　Japan，　pots　C　were
the　main　type　used　for　boiling　throughout　the　Medieval　Age．　While　Buddhist　tools
were　made　of　bronze　in　Western　Japan，　here　some　of　them　were　made　of　cast　iron；
iron　Buddhas　and　iron　bowls．　Ridged　pots　used　for　divine　water－boiling　service　and
handed　down　in　the　Kinki　District　may　be　classi丘ed　according　to　their　ornamentation，
shape，　inscription，　etc．　and　they　were　distinguished　as　the　products　of　casting　workers
in　the　countries　of　Kawachi，　Yamato，　and　Yamashiro．　The　area　of　distribution　of　the
products　in　the　latter　half　of　the　Medieval　Age　was　more　or　less　limited　to　the　one
country．
　　It　was　the　artisans　called“Imonoshi”（casters）in　the　Midieval　Age　who　produced
these　cast　iron　articles．　Based　on　the　results　of　investigations　of　iron　casting　sites，　it
can　be　supposed　that　most　of　these　artisans　cast　both　copper　and　iron．　Iron　foundries
were　attached　to　iron　smelting　workshops　in　the　Ancient　Age，　In　the　Medieval　Age，
however，　many　of　them　were　located　around　the　production　areas　of　casting　sand．　In
the　latter　half　of　the　Medieval　Age，　some　came　to　be　Iocated　on　the　peripheries　of
cities．　Considering　the　size　of丘xed　capital　required　for　production，　it　is　estimated
that　few　casters　ran　mobile　operations，　even　if　some　might　have　traveled　commercially．
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